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相 も 変わ ら ず 、 戦 後 ネ イル 村 で す 。 設 定 て ん こ 盛 り で 、 ヒ ュ ン マ な 
ら 何で も 許せ る 人 向け 。 

「 天使 の お くり も の 」 novel/16399242、「 聖人 は 貧者 に マン ト を 提 
ふ 」novel/16233299 の あと の お 話 で 、「 天使 に お くる メッ セー ジ 」 
novel/16452811 の 前 に 入る お 話 。 


年 が 0 明け た の に クリ スマ ス 表 紙 な の は 、 モ チー フ が 「 ク リス マス 期 
間 の 終わ り 」 だ か ら で す ( 汗 ) 。 と ある イベ ント を アレ ンジ し て 作 
中 で 使用 し て いま す 。 

スピ リ チ ュ アル 風味 あり 。 
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マ ア ァ アム は 、 レ イラ の 遺 い で 患 者 に 薬剤 を 届け る と 、 そ の 帰り に 、 
村 の 塾 に 立ち 寄っ た 。 

ここ ネイ ル 村 で は 、 村 の 中 に 、 塾 と 呼ば れ て いる 子ども た ちの 教 
育 機関 が あっ た 。 そ こ で は 、 5 歳 か ら 1 0 歳 く らい まで の 子ども た 
ち が 読 み 書 き や 簡 単 な 魔法 、 身 の こなし な ど を 教わっ て いた 。 
教え る 者 は 、 村 の 大 人 た ち で あり 、 交 代 で 子ども た ちの 指導 に 当 
た っ て いた 。 

この 日 も 、 マ ァ ム が 塾 に 立ち 寄る と 、 そ の 建物 の 前 許 で 、 4 ~- 5 
人 の 子ども た ち が 走 けり 回 りな が ら 遊 ん で いた 。 

「 こ ー ら 、 休 み 時 間 は そろ そろ 終わ り よ ! 」 

子ども た ち に 向かっ て 、 若 い 女 性 が 声 を か けた 。 

いま は 、 中 心 に な っ て 塾 の 運営 を 行っ て いる の は 、 若 い 夫 婦 で あ 
り 、 そ の 妻 の 方 は 、 マ ァ ム の 同級 生 で ある この 女性 で あっ た 。 
彼女 は 、 マ ァ ム に 気付 く と 、 笑 顔 で 呼び か けた 。 

「 マ アム 。 」 

マ ア ァ アム も 軽く 右手 を 上 げ て 答え た 。 

EEA ぞ つね 。。 

「 い つも の こと よ 。 こ の くら い の 子 た ちっ て 、 大 勢 に な る と 、 追 い 
か ける の が 大 変 ! 

そつ う 吉 いな が ら 、 彼 女 は 、 子 ども た ち を 建物 の 中 に 誘導 し た 。 

「 ほ ー ら 、 入 っ て 、 入 っ て 。 お 勉強 の 時 間 よ ! 

する と 、 子 ども た ち が 、 マ ァ ム の 姿 に 気付 き 、 駆 け 寄 っ て きた 。 
「 あ っ 、 マ アァ アム ! 」 

「 マ アム だ ーー! 」 

「 今日 は マ ァ ム が 先生 ? 」 

子ども た ち は マ ァ ム を 取り 囲み 、 口 々 に 尋ね た 。 

マ ア ァ ム は 首 を 横 に 振っ た 。 

マ ァ ム も 、 塾 で 読み 書き や 身 の こ な し を 教え る こと は あっ た が 、 
この 日 は 、 違 っ た 。 

「 う つつ ん 、 違 う の 。 今日 は 、 私 は お 迎え に 来 た だ け 。 」 


する と 、 子 ども た ち は 、 ま た 品々 に マ ァ ム に 呼び か けた 。 

「 あ ー お むか え か ー。 」 

「 ヒュ ン ケ ル ? 」 

「 ヒ ュ ン ケル だ よね ~。」 

「 今日 、 き て た よね 。 」 

「 な か よし だ ね ー。 」 

「 ら らぶ 。 」 

「 ば か 、 シ ンコ ン っ て いう ん だ ぜ 。」 

子ども た ち に 中 し 立て られ 、 マ ァ ム は 恥ず か し く な っ た 。 マ ァ ム 
は 、 思 わ ず 制 止 し た 。 

「 も うっ ! そう いう こと 吉 わ な い ! 」 

マ ア ァ アム に 軽く 怒ら れ 、 子 ども た ち は 口 を 失 ら せ た 。 

「 え ー、 し いい じゃ ん か ーー。 」 

「 ほん と だ も ん ーー。 」 

「 ヒ ュ ン ケル 、 お し える の うま いよ ね ~。 』 

「 つ ん うん 。」 

「 剣 の と き は きび し いよ ー。 」 

「 あ そん で た ら す っ げ え お こる 。 」 

「 で も ちゃ ん と で きた ら ほ め て くれ る よ -~。」 

「 は ー い 、 君 た ち 、 そ こま で 。 お 勉強 の 時 間 っ て 吉 っ た よね ? 」 

マ ァ ム の 窮地 を 友 が 救っ た 。 

大 魔王 と の 戦い か ら 数 年 を 経た 現在 、 ヒ ュ ン ケル は ここ ネイ ル 村 
で マ ァ アム と と も に 暮らし て いた 。 そ れ は 、 ま さ に 、 子 ども た ちの 吉 
うと お り の 新婚 生活 で あっ た の だ が 、 マ ァ ム と し て は 、 改 め て その 
よう に 吉 わ れる と 恥ず か し く 思 っ て し まう 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 ネ イル 村 で 生活 する よう に な る と 、 長 老 か ら 様 
な 仕事 や 作業 を 請け 負っ た 。 この 塾 で の 仕事 も その 一 つ で あり 、 彼 
は 、 と きど きこ の 場 で 、 読 み 書 き や 剣 技 を 子ども た ち に 教え て い 
た 。 

今日 も 同じ だ っ た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 塾 の 中 庭 で 、 子 ども た ち に 剣 技 を 教え る こと も 多 
か っ た が 、 こ の 日 は 外 に は 出 て いな か っ た 。 と いう こと は 、 建物 の 
中 で 、 子 ども た ちの 読み 書き を 見 て いる の だ ろう つ 。 


邪魔 を する と 悪い な と 思い 、 マ ァ ム は 、 少 し 友 と 話 を し た 後 、 彼 
女 に 告げ た 。 

「 私 、 表 で 待っ て る ね 。 」』 

する と 、 友 人 は 、 マ ァ ム に 笑顔 で 答え た 。 

「 き り の いい いと ころ で 上 が る よう に 吉 っ て お くわ 。 」 

「 あ り が とう 。 」 

マ ア ァ アム は 、 中 庭 の ベン チ に 腰 を 下ろ し た 。 ヒ ュ ン ケル が 出 て くる 
まで は 少し 時 間 が か か る だ ろ つ か ら 、 彼 女 は の ん びり 、 彼 を 待つ こ 
と に し た 。 この 日 は まだ 秋 も 半ば で 、 日 向 に いる と 温か か っ た 。 

する と 、 マ ァ ム の 足元 に 小さ な 影 が 近寄っ て きた 。 じ っ と 、 マ アァ 
ム を 見 上 げ て いる 。 

背 格好 か ら す る と 、 3 ~- 4 歳 く らい だ ろう つか 。 塾 で 学ぶ に は 、 少 
し 早い 年 齢 だ 。 

柔らか い 栗 毛 の 髪 は 衣 先 で 切り そろ えら れ て お り 、 ま っ さら ね な 綿 
の ワン ピー ス が よく 似合っ て いた 。 

5 ム は 、 し ゃ が ん で 少女 に 声 を か けた 。 

こん に ち は 。 お 兄ちゃん か お 姉ちゃん と 来 た の か な ? 」 

二 少女 は 、 た だ まっ すぐ に マ ァ ム を 見 つめ て いた 。 幼い 少 女 
の その 深い 色 の 大 き な 瞳 は 、 湖 の 底 の よう に 凪 いで お り 、 じ っ と 、 
心 の 底 ま で 見 通す よう つ な 強 さ を 秘め て いた 。 

マ ァ ム は 、 黒 朋 の 友人 を 思い 出 し た 。 

メル ル に 似 て いる 。 

お 6 少女 の まっ すぐ な 、 こ の 世 の 真 理 ま で 
も 見 通し そう な その 睡 が 、 ァ ム に メル ル を 思い 起こ させ た 。 

少女 は 、 し ば らく の 間 、 ka ム を 見 つめ て いた が 、 や 
が て 、 ぼ つり と マ ァ ム に 尋ね た 。 

「 お ね え ち ゃ ん ・・・ こ わく な い の ? 」 

1 

マ ァ ム は 何 の こ と か わか ら ず に 問い 返し た 。 

する と 、 そ こ に 別 の 声 が 降っ て きた 。 

「 マ アム 。 」 

間 き 慣れ た 声 に マ ァ ム が 顔 を あげ る と 、 そ こ に は 、 い つも 通り の 
彼 の 姿 が あっ た 。 マ ァ ム は 、 ば ぱっ と 表情 を 明る くし て 、 彼 を 呼ん 


だ 。 
「 ヒュ ン ケ ル 。 」 
「 迎え に 来 て くれ た の か 。 」 
「 う ん 。 近 くま で 来 た か ら 、 と 思っ て 。 
も う 帰 れる の ? 」 
「 あ あ 、 終 わっ た と ころ だ 。 」 
マ ァ ム が し ゃ が ん だ まま ヒュ ン ケ ル を 見 上 げ て 会 話 を 続け て い 
た 。 
する と 、 不 意 に 、 マ ァ ム は 背中 に ぬく も り を 感じ た 。 軽 く 振り 返 
る と 、 先 ほど の 少女 が 、 い つの 間 に か マ ァ ム の 背後 に 回 っ て いた 。 
少女 は 、 姿 を 隠す よう に マ ァ ム の 背後 に 身 を 寄せ 、 マ ァ ム の 服 を 小 
さ な 両 手 で ぎゅ っ と つか ん で いた 。 そ の 手 が 小 さく 震え て いた 。 
マ ァ ム は 戸惑っ て 、 少 女 に 声 を か けた 。 
「 どう し た の 2? ・・・ 大 丈夫 よ 。」 
だ が 、 少 女 は 、 ぎ ゅ っ と マ ァ ム の 服 を つか み 、 う つつ むい た まま 
だ っ た 。 顔 を あげ よう と は し な か っ た 。 


「 メ ルル に 似 て いた な 。 」 

自宅 まで の 帰り 道 、 ヒ ュ ン ケル が つぶ や いた 。 先 ほど 、 塾 で 見 か 
けた 幼い 少女 の こと だ と すぐ で に マ ァ ム も 気づい た 。 

「 あ 、 私 も 思っ た わ 。 顔 立ち は 全く 違う つの に 、 な ん と な く ・・・ 雰 
囲 気 か し ら 。 」 

する と 、 ヒ ュ ン ケル は すぐ に 吉 葉 を 継い だ 。 

「 目 が 似 て いる ん だ 。」 

その 詩 葉 に 、 マ ァ ム も うな ずい た 。 ま っ すぐ に 、 真理 を 見 通す か 
の よう な 深い 瞳 。 それは メル ル に も 感じ た も の だ っ た 。 

「 う ん 、 そ う ね 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 ぼ つり と つぶ や いた 。 

「・・・ き っ と 、 あ の 子 に は 見 えて いた ん だ な 。 俺 が 何 を 背負 っ て 
いる の か 。 」 

その 言葉 に 、 喜 いよ う の な い 寂 し さ を 感 じ 、 マ アァ アム は 、 そ っ と 
ヒュ ン ケ ル に 手 を 伸ばし た 。 ヒ ュ ン ケル の 左手 に 、 マ ァ ム が 右手 を 


添え た 。 


「 大 人 の 男 の 人 を 怖がる 小さ な 子 は よく いる わ 。 貴方 は 背 が 高い か 
ら 。 」 

マ ア ァ ム の 気遣い を 感じ 、 ヒ ュ ン ケル は 、 自 分 の 手 に 添 えら れ た 
マ ア ァ ム の 手 を 握り 返し た 。 二 人 の 指 が 絡ま り 、 互 い に 握り 合う 。 
「 あ り が とう 、 マ ァ ム 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 マ ァ ム に 礼 を 述べ た 。 そ し て 、 淡 々 と 吉 葉 を つづ 
けた 。 
「 俺 も 、 慈 観 し て いる わけ で も 卑屈 に な っ て いる わけ で も な し !。 

た だ 、 ど つ し よう も な い 、 変 えら れ な いこ と も ある 。 それだけ 
7 代 の 

その まま 、 二 人 は 手 を つない で 家路 を た どっ た 。 

マ ア ァ アム は 、 し ば らく 無 吉 で いた が 、 や が て 、 ヒ ュ ン ケル に 吉 葉 を 
か けた 。 
「 あの ね 、 さ っ き 、 あ な た を 待っ て いる 間 に 少 し 話 を 聞い た の 。 

ヒュ ン ケ ル 、 教 え 方 うま いっ て 。 子 ども た ち も 喜 ん で いた わ 。 」 
「 そ うか 。 そ れ は あり が た いな 。 」 

そう 答え る ヒュ ン ケ ル の 表情 は 穏やか だ っ た 。 

少し ずつ 、 あ の 戦い の 日 々 が 遠く な る 。 

ヒュ ン ケ ル の 過去 は 変え られ な い 。 い まな お 、 彼 を 悩ま せる 遠い 
記憶 も ある の だ ろ っ うつ 。 

だ が 、 そ れ で も 、 わ ず か ずつ で あっ て も 、 何 も な い 平 和 な 暮らし 
に 馴染 ん で いっ て ほし いと 、 マ ァ ム は 願っ て いた 。 


それ か ら 数 か 月 経ち 、 年 を 越し た 。 

ネイ ル 村 で は 、 年 が 明け て 数 日 が 経つ と 、 も み の 木 の か ざり を 片 
付け る 習わ し が ある 。 

師走 に 村 を 賑やか し く 彩 っ た も み の 木 の 装飾 や 、 関 先 の か ざり 
な ど は 、 こ の 日 に 全て 片付け られ る 。 

ある も の は また 次 の 年 まで し まい 込ま れ 、 あ る も の は 火 に くべ ら 
れ 、 天 へ と 返さ れる 。 そ うし て 、 祝 祭 の 日 々 は 終わ り を 告げ 、 ま た 
静か な 日 々 が 戻っ て くる の だ 。 

村 の 広場 の 大 き な も み の 木 の か ざり を 1 つ ず つ 外 し な が ら 、 村 の 
子ども た ち は 笑 い 声 を 立て て いた 。 


窓 の 外 か ら 流 れ 込 む 、 子 ども た ちの 歓声 を 聞き な が ら 、 ヒ ュ ン ケ 
ル は 、 手 元 の 本 を めく っ た 。 

どちら か と 吉 え ば 、 子 供 向 け に 描か れ た 、 絵 の 多い 本 で ある 。 
ヒュ ン ケ ル が 読む の に は 似つか わし く は な い が 、 彼 は 、 そ の 本 を 丁 
蜜 に 読み 進め て いた 。 

する と 、 隣 か ら 、 マ ァ ム が 声 を か けた 。 

「 聖 誕 祭 の 本 、 ち ょ っ と 子ども っ ぽ ぱす ぎる ? 」 

「 い や 、 ち ょ うど いい 。 俺 は あま り 、 こ うい っ た 習慣 に 詳し く な い 
か ら な 。 」 

そつ 喜 っ て ヒュ ン ケ ル は 笑み を 浮か べた 。 

「 先生 と 一 緒 に いた と き に 、 こ うし た 習慣 を 少 し だ け 教 えて も ら っ 
た こと も あっ た 。 た だ 、 聞 きま かじり だ っ た か ら な 。 こ うし て きち ん 
と 本 で 読め る と あり が た い 。 」 

「 村 の 習わ し な ら 、 い くら で も 聞い て 。」 

「 ああ 、 ワ 頼む 。 」 

ヒュ ン ケ ル が ネイ ル 村 で 暮らす よう に な っ て 初め て 迎え た 新年 
は 、 穏 や か に 過ぎ よう と し て いた 。 

地上 で 暮らし た 期間 が 短い ヒュ ン ケ ル は 、 学 問 的 な 知識 は 豊富 で 
も 、 こ うし た 世情 の 習わ し や 習俗 に は 、 実 に 疎 か っ た 。 本 人 も それ 
を わか っ て いた の で 、 村 で 暮らす よう に な る と 、 ヒ ュ ン ケル は 積極 
的 に 、 村 の 泊 慣 や 行事 を マ ァ アム に 尋ね て いた 。 

この 日 、 ヒ ュ ン ケル が 読ん で いた 本 は 、 子 ども 向け に 書か れ た 聖 
誕 祭 に つい て の 物語 り だ っ た 。 

年 の 瀬 に 、 3 人 の 賢者 が 星 を 見 て 、 神 の 御子 の 誕生 を 知る 。 そ し 
て 彼ら は 、 神 の 子 を 探す 旅 に 出る 。 世 界 中 を 旅 し 、 そ うし て 、 彼 ら 
は 、 世 界 の 中 心 の 地 で 、 神 の 御子 を 見 つけ る の だ 。 

その 物語 が 、 平 易 な 吉 葉 で 、 鮮 や か な 絵 と と も に 、 本 の 中 に 描か 
れ て いた 。 

マ ァ アム は 、 ヒ ュ ン ケル が 本 を 読む の を 眺め な が ら 、 口 を 開い た 。 
「 その 3 人 の 賢者 っ て 、 ロ モス の 人 だ っ て 言わ れ て いる の よ 。 』 

「 そ うな の か 。 

ヒュ ン ケ ル の 問い に 、 マ ァ ム は うな ずい た 。 

「 つ ん 。 


ロモ ス の 三 賢 者 が 、 星 を 見 て 、 神 の 御子 の 誕生 を 知る の 。 そ し 
て 、 彼 ら は 、 ホ ルキ ア 大 陸 、 ギ ルド メイ ン 大 陸 、 マ ルノー ラ 大 陸 と 
旅 を し て 、 最 後に 神 の 御子 を 見 つけ た 『 世界 の 中 心 の 地 』 と いつ の 
が 、 テ ラン の 和 童 の 泉 の こと じゃ な いか っ て ね 。 」 

「 な る ほど な 。」 

マ ァ ム の 話 を 聞き な が ら ヒ ュ ン ケル は 、 ふ と 、 テ ラン の 静 議 な 森 

と 湖 の 大 地 を 思い 浮か べた 。 

そし て 、 そ の 景色 の 中 に 、 未 第 の 姿 を 置き 、 テ ラン の 森 と 湖 を 背 
に 立つ 、 お と うと 尼 子 を 思い 浮か べた 。 

ヒュ ン ケ ル は ぼ つ り と つぶ や いた 。 

「 も し か する と 、 こ の 『 神 の 御子 。 と いつ の は 、 古 (いにしえ ) の 
童 ( ドラ ゴン ) の 騎士 だ っ た の か も し れ な いな 。 」 

「 え っ つっ? 」 

「・・・ い や 、 ふ と 思っ た だ け だ 。 俺 も 、 ダ イ に 導 か れ た よう な も 
の だ か ら な 。」』 

そつ 喜 っ て 、 ヒ ュ ン ケル は 、 懐 か し そう に 目 を 細め た 。 

そう し て いる と 、 婦 関 の ド ア が ノッ ク さ れ た 。 
「 あ 、 そ ろ そ ろ 来 た わ ね 。 小 さ な 賢 者 様 が 。 」 

マ ァ アム は 、 そ うい うと 、 嬉 し そう に 比 関 に 駆け 寄っ た 。 ドア を 開 
ける 。 

する と 、 色 関 ドア の 前 に 、 小 さ な 少 年 少女 が 立っ て いた 。 み ん 
な 、 司 祭 の 装束 を 纏っ て いる 。 

マ ア ァ アム は 、 幼 い 子 ども た ち に 声 を か けた 。 

「 い らっし ゃ い 、 小 さ な 三 覧 者 様 。 」 

する と 、 子 ども た ち は 、 声 を そろ えて 、 マ ァ ム に 祝福 の 吉 葉 を 述 
べた 。 

「 あ な た 方 に 健康 と 詩 せ が 訪れ ます よう に 。 」 
「 あ り が と う ご ざ いま す 。 」 

マ ア ァ アム は 、 慣例 に 従っ て 、 丁寧 に 礼 を 迷 べ た 。 

神 の 御子 を 探し に 旅 に 出 た と いう 三 人 の 賢者 に 人 っ て 、 祝 祭 の 日 

の 終わ り に は 、 こ うし て 、 そ の 賢者 を 模 し た 子ども た ち が 家 々 を 回 
り 、 祝 福 の 吉 葉 を 述べ る 。 そ れ が この 日 の 行事 だ っ た 。 

三 人 の 子ども た ちの うち 、 年 長 の 男の子 二 人 は 、 マ ァ ム も 村 の 塾 


で 見 か けた 子ども た ち だ っ た 。 

ヒュ ン ケ ル も 、 家 の 奥 か ら 色 関 先 に 出 て くる と 、 少 年 た ち は 彼 に 
目 を 止め た 。 

「 あー、 ヒュ ン ケ ル 。 」 

『 ビュ ン ケ ル だ 一 。 』 

「 ヒュ ン ケ ル に も 健康 と 幸せ が あり ます よう に 。 」 

少年 た ちの 祝福 の 吉 葉 に 、 ヒ ュ ン ケル は 、 少 し 戸惑っ た の か 、 照 
れ 臭 そう に 微笑 ん だ 。 だ が 、 そ れ で も きち ん と 礼 を 述 ボ べ る の が 彼ら 
し し いい 。 

「 あり が と う 。 」 

ふと みる と 、 3 人 の 子ども た ちの 中 に 、 幼 い 少 女 が いる の が 気付 
いた 。 いつ か 、 村 の 塾 の 前 で 見 か けた 、 メル ル に よく 似 た 目 の 少 女 
0 

少女 は 、 名 関 先 に 出 て きた ヒュ ン ケ ル を じっと 見 上 げた 。 そ し 
て 、 目 分 か ら 彼 に 歩み 寄っ た 。 
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少女 は 、 ヒ ュ ン ケル に 近づく と 、 彼 を じっと 見 上 げ て 吉 葉 を か け 
た 。 

「 お に いち ゃ ん ・・・ お と うつ さん に な っ た ん だ ね 。 」 

Re あの 

NB ) か ら ず 、 声 を 詰まら せ た 。 

し か し 、 少 女 は 、 彼 の 戸惑い に か まわ ず 、 今 度 は マ ァ ム に 近づく 
と 、 マ アァ ム の 前 で 、 ばいばい 、 と ば か り に 手 を 振っ た 。 

だ が 、 そ の 高 さ が お か し か っ た 。 マ ァ ム を 見 上 げ る こと な く 、 少 
女 の 目 線 の まま 、 手 を 振っ て いる 。 ちょ うど それ は 、 マ ア ァ ム の 腹 の 
遍 司 江 の だ 。 

そし て 、 少 女 は 、 そ の まま 、 ま た 仲間 の 子ども た ちの 元 に 戻っ 
た 。 

子ども た ち は そ ろ っ て 、 マ アァ アム と ヒュ ン ケ ル に 頭 を 下げ て 挨拶 を 
し た 。 

「 じゃ あ ね ー。 」 

[未だ 有 で ね ーー。 

そし て 、 明 る い 声 を あげ る と 、 次 の 家 に 行こ つう と し た 。 


ヒュ ン ケ ル は 、 戸 惑 っ た 面持ち の まま 、 そ の 場 に 立ち 尽く し て い 
= 

マ ァ ム の 脳裏 に も 、 先 ほど の 少女 の 吉 葉 が 何 度 も 繰り 返さ れ て い 
た 。 マ ァ ム は 、 自 分 を か ば うつ よう に 、 両 手 を 腹部 に 回 し 、 己 を 抱き 


し め た 。 
= 2 ま 胃 KG らら 

マ ァ ム は 、 遠 ざか る 子ども た ち を 追い か けた 。 
「 待つ て! 」 


子ども た ち が 足 を 止め 、 不 思 議 そつ な 顔 で マ ア ム を 振り 返っ た 。 
マ ァ ム は 、 子 ども た ち に 追い 付く と 、 少 し 類 を 赤らめ 、 少 女 に 声 
を か けた 。 

「・・・ あ の ・・・ 気 づい た の ・・・? 」 

少女 は 、 首 を か し げ て マ ァ ム を 見 つめ 返し た 。 だ が 、 何 も 吉 葉 を 
発 さ な か っ た 。 

マ ア ァ ム も 戸惑い 、 今 度 は 別 の こと を 少女 に 尋ね た 。 

「・・・ 彼 の こと 、 怖 く な か っ た の ? 」 

する と 、 今 度 は 、 少 女 は こっ くり と 人 閣 い た 。 

「 た くさ ん 、 ま も っ て る ね 。 あ か ちゃ ん の こと 。 

お に いち ゃ ん も 。 

ま も っ て る ひと た ち 。 た くさ ん いる ね 。 」 

そう し て 、 今 度 は マ ァ ム を 指さし た 。 

「 お ね え ち ゃ ん も 、 ま も っ て る ひと が いる 。 」 

少女 は 、 少 し 離れ た と ころ で 倍 ん だ まま の ヒュ ン ケ ル を 見 る と 、 
こう 答え た 。 

「 き らき ら 、 た くさ ん ある ね 。 

あか ちゃ ん と 、 お に いち ゃ ん の と ころ 。 」 

そう し て 、 ま た 、 不 自然 な 高 さ で マ ァ ム に 向かっ て 手 を 振っ た 。 
マ ァ ム は 、 自 然 、 自 分 の 腹部 に 両手 を 添え 、 三 人 の 幼い 賢者 を 見 
送 5 た 。 

人 々 に 健康 と 幸せ を 届け る 彼ら を 。 

マ ア ァ ム の 胸 の 内 で 、 先 ほど の 少女 の 詩 葉 が 何 度 も 繰り 返さ れ た 。 
ー ま も っ て る ひと が いる 。 

その 言葉 が 、 温 か く 、 胸 の 中 に 広がっ て いっ た 。 


マ ァ ム は 、 自 然 と 、 幾 人 か の 姿 を 思い 浮か べた 。 そ し て 、 心 の 中 
で 、 彼 ら に 礼 を 吉 っ た 。 
ー・・・ 父 さん ・・・ バ ルト ス さ ん ・・・ モ ル グ さ ん ・・・ そ れ 
に 、 彼 を 守っ て くれ た 不死 崎 団 の 人 た ち ・・・。 あ り が と っ う 。 
あの 少女 の 目 に 見 えて いた マ ア ァ アム を 、 そ し て 、 ヒ ュ ン ケル を 「 ま 
も っ て いる ひと 」。 それは きっ と この 世 な ら ざ る 者 な の だ ろ っ つ 。 
だ が 、 マ ァ ム に は 、 そ れ は 少し も 恐ろし いこ と で は な か っ た 。 
いま は も うつ どこに も いな い 和 彼ら が 、 い ま も な お 、 自 分 た ち を 守っ 
て くれ て いる 。 それ が た と え 幻 で あっ て も 、 そ れ を 指し 示す 少女 の 
吉 葉 が 、 マ ァ ム の 胸 に 温か な 火 を 灯 し た 。 

マ ァ ム は 、 彼 ら を 見 送る と 、 色 関口 に 戻っ た 。 そ こ に は 、 先 ほど 
と 同じ 、 幾 分 か 戸惑っ た 様子 の ヒュ ン ケ ル が いた 。 

彼 は マ ァ ム に 尋ね た 。 

「 マ アム ・・・ あ の 子 は いっ た い ・・・。」 

する と 、 マ ァ ム は 、 極 上 の 微笑 み で 彼 に 答え た 。 

「 か わい しい ! 賢 者 様 が 幸せ を 届け て くれ た わ 。 」 

そし て 、 彼 を 室内 に 促し な が ら 、 吉 葉 を つづ けた 。 

「 ゆ っ くり 話す わ ね 。 大 事 な こ と だ か ら 。 」 

そつ 喜 っ て 、 マ ァ ム は 玄関 の 許 を 閉め た 。 


新しい 年 は 、 始 まっ た ば か り けり だ っ た 。 


